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“私たちは、今回のトルコショックについては、新興国経済全体の問題とはとらえていません。トルコ経済は、欧州を含めた
グローバル経済にとって、大きな影響を与えるほどの規模にはないと考えます。つまり、今回のトルコショックは、投資家
心理の悪化によるものです。割安になった株価のバリュエーションは、ボトムアップアプローチの長期投資家に対して、
魅力的な投資機会を提供していると考えられます。”

　　　　　　　　　　　              ジェフ・ルイス、シニア・ストラテジスト、マニュライフ・アセット・マネジメント

当資料に関する留意事項については、最終ページを必ずご覧ください。

今後、景気拡大サイクルの終盤に見られる逆イールドカーブ
状態になったとしても、株式市場には、依然として投資機会が
あると考えられることが、S&P500 種指数の過去の事例から
推測できます。

最初に反発が予想されるのは中国
短期的には株式市場はレンジ内推移が見込まれますが、新興国
市場で反発が見られるとすれば、最近、景気対策を実施した
中国が有力と考えられます。

金利上昇は
グローバルの銀行株にとって支援材料

7 月、先進国の債券利回りは全般的に上昇しました。
世界的な金利上昇はグローバルの銀行株にとって追い風と言えるでしょう。
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